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世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

定
め
る
５
月
31
日
の
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
お
よ
び
、
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
５
月
31
日
～
６
月
６
日
の

「
禁
煙
週
間
」
に
お
い
て
、
普
及
・

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
５
月

31
日
（
金
）
東
京
都
医
師
会
館
に

て
、
東
京
都
医
師
会
・
禁
煙
推
進

企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の
２

０
２
４
年
世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン

ト
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

さ
れ
た
。ま
た
同
日
の
夕
刻
に
は
、

東
京
都
医
師
会
と
東
京
都
の
主

催
に
よ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
特
別
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。

２
０
２
４
年
世
界
禁
煙
デ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
は
「
健
康
行
動
と
禁
煙

推
進
を
先
進
事
例
か
ら
考
え
る
︱

医
学
エ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
企
業
事
例

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
部�

東
京
都
医
師
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第

２
部�

禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
３
部�

本
日
の
総
ま
と
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
ま
れ
た
。

第
１
部
は
、
東
京
都
医
師
会
タ

バ
コ
対
策
委
員
会
の
委
員
が
メ
イ

ン
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
１
で
は
「
加
熱
式
タ
バ
コ
の
本

当
の
リ
ス
ク
」
と
題
し
て
、
当
委

員
会
委
員
で
も
あ
る
、
東
北
大
学

大
学
院�

医
学
系
研
究
科�

公
衆
衛

生
学
専
攻
公
衆
衛
生
学
分
野
の
田

淵
貴
大
准
教
授
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は「
関

係
団
体
と
連
携
し
た
調
布
市
受
動

喫
煙
防
止
条
例
の
取
組
」
と
題
し

て
、
調
布
市
福
祉
健
康
部
の
木
村

良
太
健
康
推
進
課
長
よ
り
調
布
市

で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
「
各

団
体
に
お
け
る
タ
バ
コ
対
策
の
取

組
紹
介
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都

歯
科
医
師
会
、東
京
都
薬
剤
師
会
、

東
京
都
看
護
協
会
、
東
京
都
養
護

教
諭
研
究
会
、
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
、
東
京
都
保
健
医
療
局
の

代
表
よ
り
各
団
体
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
禁
煙
推
進
企
業

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
メ
イ
ン
と
な

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
側
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
産
業
医
・
保
健

師
・
看
護
師
含
む
禁
煙
推
進
担
当

者
の
事
例
発
表
」、「
施
策
の
深
堀

コ
ー
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
各
社
の

役
員
、
産
業
医
、
人
財
本
部
、
人

材
開
発
部
よ
り
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
た
。
各
社
と
も「
健
康
経
営
」

の
理
念
の
も
と
、
積
極
的
な
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

第
３
部
で
は
、
荒
井
敏
タ
バ
コ

対
策
委
員
会
委
員
長
、
米
田
哲

郎
禁
煙
推
進
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
事
務
局
長
よ
り
、
本
日
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
の
総
ま
と
め
が
行
わ

れ
た
。

一
方
、点
灯
式
は
場
所
を
変
え
、

東
京
ソ
ラ
マ
チ
の
ド
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
主
催

者
代
表
と
し
て
尾
㟢
治
夫
東
京
都

医
師
会
長
、
小
池
百
合
子
東
京
都

知
事
、
来
賓
と
し
て
山
本
亨
墨
田

区
長
、
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
㈱
よ
り
新
家
章
男
代
表
取
締

役
社
長
が
司
会
の
合
図
で
ス
イ
ッ

チ
を
押
下
す
る
と
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
世
界
禁
煙
デ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
イ
エ
ロ
ー
グ

リ
ー
ン
（
黄
緑
色
）
に
照
ら
し
出

さ
れ
、夜
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
れ
と
同
時
に
、墨
田
川
橋
梁
、

臨
海
副
都
心
各
施
設
が
イ
エ
ロ
ー

グ
リ
ー
ン
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、都
庁
第
一
本
庁
舎
、

東
京
芸
術
劇
場
、
東
京
体
育
館
、

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運

動
場
、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
、
味
の
素

ス
タ
ジ
ア
ム
は
禁
煙
週
間
の
１
週

間
、
継
続
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
ま
た
、
東
京
都
医
師
会
館

を
は
じ
め
、
各
地
区
医
師
会
館
で

も
イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
、
禁
煙
お
よ
び
受

動
喫
煙
防
止
の
普
及
・
啓
発
が
期

待
さ
れ
た
。

�

（
２
面
へ
続
く
）

2024年世界禁煙デーイベントならびに
東京スカイツリー点灯式

イエローグリーンに染まるスカイツリー

田淵准教授

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
都
内
各
所
が

 

イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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都医会館もライトアップしました

受
動
喫
煙
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
普
及
啓
発

外
国
人
医
療
に
関
し
て
、
現
場

で
の
混
乱
は
今
の
と
こ
ろ
地
区
医

師
会
か
ら
東
京
都
医
師
会
へ
の
報

告
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
今
後
ま
す

ま
す
外
国
人
の
診
療
が
増
え
て
く

る
こ
と
で
、
混
乱
の
報
告
は
増
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
る
。

東
京
都
に
は
医
療
機
関
向
け
外

国
人
患
者
対
応
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
外
国

人
医
療
に
特
化
し
て
い
な
い
医
療

機
関
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
患
者

受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
（
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
に
お
け
る
認
証
医
療
機

関
一
覧
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
を
紹

介
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
来
院
し
た
患

者
さ
ん
を
診
察
し
な
い
で
紹
介
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

多
少
の
意
思
の
疎
通
を
欠
い
て

も
、
安
全
で
あ
れ
ば
何
と
か
し
て

あ
げ
よ
う
と
思
う
の
が
臨
床
医
で

あ
る
。
登
録
制
で
は
あ
る
が
、
電

話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
用
意
が
あ

り
、
通
話
料
金
は
患
者
さ
ん
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が

現
実
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
違

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

は
外
国
人
の
診
療
を
す
る
こ
と
が

多
く
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
い
た

ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

ま
っ
た
く
日
本
語
の
わ
か
ら
な

い
外
国
人
が
翻
訳
ア
プ
リ
で
受
診

す
る
こ
と
が
あ
る
。
日
常
会
話
が

メ
イ
ン
の
ア
プ
リ
で
は
、
診
療
内

容
が
う
ま
く
翻
訳
さ
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
個
人
的
に
は
不
安
を

感
じ
て
い
る
。
自
分
の
使
い
や
す

い
翻
訳
ア
プ
リ
を
一
つ
持
っ
て
お

く
こ
と
も
今
後
は
必
要
か
も
し

れ
な
い
。
日
常
診
療
に
も
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
波
が
き
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
大
規
模
災
害
の
時
は
ど

う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
周
り
で
被
災
す
る
だ

け
で
な
く
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
て

い
て
、
外
国
人
と
一
緒
に
災
害
に

遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

が
観
光
地
だ
っ
た
ら
な
お
さ
ら
で

あ
る
。能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
、

一
時
的
に
携
帯
の
基
地
局
が
ダ
ウ

ン
し
て
、
お
気
に
入
り
の
翻
訳
ア

プ
リ
が
使
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
周
囲
に
い
る
同
じ
く
被
災
し

た
人
た
ち
の
中
に
は
、
す
ぐ
に
で

も
診
察
を
必
要
と
す
る
外
国
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
の
専
門
知
識
を
備
え
、
訓

練
を
受
け
た
医
師
が
派
遣
さ
れ
て

く
る
。
そ
れ
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ

を
補
う
協
力
の
で
き
る
医
師
で
あ

る
の
が
理
想
だ
と
思
う
。

私
た
ち
は
、
日
本
語
が
一
番
上

手
に
感
情
豊
か
に
表
現
で
き
る
の

で
、
簡
単
な
文
章
、
擬
態
語
は
使

わ
な
い
、
理
解
し
や
す
い
こ
と
ば

で
言
い
換
え
る
な
ど
、
外
国
人
に

も
わ
か
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
意
思
疎
通
を

図
る
発
想
も
持
っ
て
い
て
ほ
し

い
。
先
生
方
！
ち
ょ
っ
と
練
習
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
市
川
菊
乃
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
関
心
も
薄
れ
、人
流
も
以
前

以
上
に
増
加
し
て
い
る
中
、円
安
も
手
伝
い
訪
日・
在
日
外
国
人

が
非
常
に
増
え
て
い
る

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

落
ちつい
て
き
て

（
３
）
地
区
医
師
会
タ
バ
コ
対
策

に
関
す
る
担
当
理
事
連
絡
会
に
つ

い
て

　

７
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
よ

り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
開
催
す
る
旨
に
つ

い
て
は
既
に
ご
案
内
済
み
で
あ
る

が
、
担
当
理
事
の
他
、
会
長
先
生

に
も
出
席
い
た
だ
き
た
く
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
た
。

（
４
）
医
師
会
立
看
護
師
・
准
看

護
師
学
校
養
成
所
の
学
生
募
集
に

係
る
ポ
ス
タ
ー
（
令
和
６
年
度

版
）
に
つ
い
て

　

医
師
会
立
看
護
師
・
准
看
護
師

学
校
養
成
所
の
共
通
の
学
生
募
集

に
係
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

地
区
医
師
会
に
Ａ
会
員
数
分
を
送

付
す
る
の
で
、
周
知
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
。

（
５
）
夏
の
救
急
需
要
ひ
っ
迫
を

目
前
に
控
え
た
医
療
機
関
の
ご
協

力
依
頼
に
つ
い
て

　

病
院
に
向
け
救
急
活
動
時
間
を

短
縮
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ま
た
、
有
床
診
療
所
に
向
け
適
正

な
転
院
搬
送
の
運
用
に
つ
い
て
、

東
京
消
防
庁
、
保
健
医
療
局
よ
り

協
力
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
救
急
隊

が
次
の
救
急
要
請
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
改
め
て
会
員
周
知

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

（
６
）
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
東
京
都
医
師
会
の
対
応

～
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ 

関
連
～
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
東

京
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
76
チ
ー
ム
が
活
動

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る
ご

協
力
に
感
謝
の
意
を
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
５
月
31
日
を
も
っ
て

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
が
終
了
し
た
旨
、

報
告
し
た
。

（
７
）
令
和
６
年
度
東
京
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
年
度
第
２
回
・
第
３
回
の
東

京
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
会
を
７
月
21
日

（
日
）、
11
月
17
日
（
日
）
に
東
京

都
医
師
会
に
お
い
て
開
催
す
る
。

多
く
の
地
区
医
師
会
か
ら
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
８
）
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら
す

地
域
あ
ん
し
ん
事
業
「
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
検
診
事
業
」
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た

区
市
町
村
へ
の
補
助
事
業
で
あ
る

「
認
知
症
検
診
事
業
」
が
令
和
６

年
度
よ
り
活
用
し
や
す
い
内
容
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
「
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
検
診
事
業
」
と
し
て
開
始

す
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
。

（
９
）
令
和
５
年
度
在
宅
難
病
患

者
訪
問
診
療
事
業
地
区
医
師
会
別

実
施
状
況
（
第
４
四
半
期
）

　

地
区
医
師
会
別
の
第
４
四
半
期

の
実
施
状
況
を
報
告
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
港
区
医
師
会
・
災
害
時
医
療

救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
つ

い
て�

（
港
区
医
師
会
）

（
２
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
世
田
谷
区
医
師
会
立
看
護
高
等

専
修
学
校
に
つ
い
て

�

（
世
田
谷
区
医
師
会
）

（
３
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防

止
法
に
違
反
す
る
行
為
（
ス
テ
ル

ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
告
示
違
反
行

為
）
に
つ
い
て�

（
大
森
医
師
会
）

（
４
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
５
月
26
日
開
催
「
医
療
・
介
護

フ
ェ
ス
」
に
つ
い
て

�

（
立
川
市
医
師
会
）

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

（
１
）
医
療
Ｄ
Ｘ
の
課
題
に
つ
い

て 

（
練
馬
区
医
師
会
）

◎
そ
の
他

（
１
）
第
１
５
７
回
日
本
医
師
会

臨
時
代
議
員
会
に
お
け
る
代
表
質

問
に
つ
い
て

　

冒
頭
に
、
来
賓
の
黒
瀨
巌
日
本

医
師
会
常
任
理
事
よ
り
、
日
本
医

師
会
新
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
マ
ミ
ス
）」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
次
い
で
、

大
久
保
ゆ
か
り
日
本
医
師
会
理
事

よ
り
、
東
京
医
科
大
学
医
師
会
会

長
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
６
年
度
都
道
府
県
医

師
会
医
療
廃
棄
物
担
当
理
事
連
絡

協
議
会
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
・
環
境
省
・
日
本

医
師
会
よ
り
、
医
療
廃
棄
物
の
適

正
処
理
に
関
す
る
取
組
及
び
状
況

等
の
情
報
が
共
有
さ
れ
、
５
月
29

日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
本
協
議

会
に
お
い
て
、
東
京
都
医
師
会
の

医
療
廃
棄
物
に
関
す
る
取
組
が
好

事
例
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
市
場

に
出
回
っ
て
い
る
１
割
し
か
廃
棄

さ
れ
て
い
な
い
と
の
報
告
も
あ

る
。
引
き
続
き
、
今
年
度
も
水
銀

血
圧
計
等
の
回
収
事
業
を
８
月
下

旬
～
９
月
上
旬
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

（
２
）
世
界
禁
煙
デ
ー
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
・
点
灯
式
（
報
告
）
に

つ
い
て

　

５
月
31
日
（
金
）
に
開
催
し
た
、

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
及
び
点

灯
式
に
つ
い
て
報
告
し
、
あ
わ
せ

て
点
灯
式
の
模
様
を
動
画
に
て
映

写
し
た
。 地区医師会長

連絡協議会報告
令和6年6月21日（金）
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に
つ
い
て
会
務
・
会
計
は
適
正
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ

た
後
、
決
算
は
賛
成
が
過
半
数
で

決
議
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案 

令
和
７
年
度
東
京

都
医
師
会
会
費
賦
課
徴
収
に
関
す

る
件市

川
理
事
よ
り
令
和
６
年
度
と

同
額
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
原

案
通
り
決
議
さ
れ
た
。

最
後
に
窪
田
議
長
よ
り
次
の
２

点
案
内
が
あ
り
、閉
会
と
な
っ
た
。

①
東
京
都
医
師
会
で
は
、
地
区
医

師
会
長
を
対
象
に
、
定
例
理
事

会
へ
の
傍
聴
参
加
を
実
施
し
て

い
る
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

②
東
京
都
医
師
会
広
報
のYou�

Tube

動
画
を
ご
紹
介
。
６
月

11
日
開
催
の
記
者
会
見
に
お
い

て
、
各
担
当
役
員
が
こ
れ
か
ら

の
東
京
の
医
療
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
く
か
を
お
話
し
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
て
活
躍
す
る
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を
都
知
事
が

「
と
う
き
ょ
う
オ
レ
ン
ジ
ド
ク

タ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
地
域
連
携
促
進
事
業

を
創
設
し
て
い
る
。

社
会
保
障
医
療
に
関
す
る
事
業

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
診
療
報
酬
上
の
特
例
措
置

が
段
階
的
に
縮
小
す
る
方
向
で
見

直
し
が
行
わ
れ
、
本
年
３
月
末
日

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
度
重
な

る
変
更
に
よ
り
現
場
に
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
整

理
し
て
情
報
提
供
し
た
。

環
境
衛
生
に
関
す
る
事
業
で
は

「
産
業
医
の
手
引
き
（
第
10
版
）」

を
作
成
し
、
都
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
た
。

令
和
５
年
度
に
物
故
さ
れ
た
元

東
京
都
医
師
会
理
事
の
小
松
眞
氏

を
始
め
、
１
４
８
名
に
対
し
、
出

席
者
全
員
か
ら
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。

議
　
事

第
１
号
議
案 

令
和
５
年
度
東
京

都
医
師
会
決
算
に
関
す
る
件

救
急
患
者
の
早
期
地
域
移
行
支

援
事
業
の
実
施
開
始
時
期
が
本
年

１
月
に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
や
、
往

診
体
制
強
化
事
業
等
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
大
口
委
託
事

業
の
委
託
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で

委
託
料
収
益
、
委
託
費
と
も
に
予

算
を
下
回
り
、
こ
れ
ら
が
主
な
予

算
差
異
の
要
因
と
な
っ
た
。
公
益

目
的
事
業
会
計
の
経
常
費
用
計
は

法
人
全
体
の
経
常
費
用
の
92
％
に

あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
に
求
め

ら
れ
る
基
準
の
要
件
を
充
足
し
て

い
る
こ
と
が
、
市
川
菊
乃
理
事
よ

り
報
告
さ
れ
た
。
齋
藤
寛
和
監
事

よ
り
、
５
月
７
日
に
行
っ
た
監
査

興
・
研
鑽
に
関
す
る
事
業
で
は
、

Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
で
医
療

提
供
体
制
等
の
諸
問
題
を
多
角
的

に
討
議
し
、
議
論
の
成
果
を
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
発
表
す

る
と
と
も
に
、
一
般
の
方
に
も
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
書

籍
﹃
近
未
来
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
医
療

に
希
望
は
あ
る
か
？�

医
療
の
安

心
と
安
全
を
保
つ
た
め
に
︱
医
療

者
と
都
民
で
「
越
え
る
べ
き
ハ
ー

ド
ル
」﹄
を
出
版
し
た
。

公
衆
衛
生
に
関
す
る
事
業
で

は
、
地
区
医
師
会
感
染
症
担
当
理

事
連
絡
会
を
本
年
度
は
６
回
開
催

し
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
医
療
措
置
協
定
に

つ
い
て
議
論
し
、
地
区
医
師
会

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

地
域
医
療
に
関
す
る
事
業
で

は
、
救
急
医
療
機
関
の
病
床
の
有

効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
早
期
地
域
移
行
支
援
事
業
を

整
備
し
、
本
年
１
月
１
日
よ
り
運

用
を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ

り
、
救
急
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ

診
断
、
初
期
治
療
を
終
え
た
患
者

が
、
円
滑
に
地
域
の
救
急
医
療
機

関
に
転
院
で
き
る
と
い
う
仕
組
み

を
構
築
し
た
。

地
域
福
祉
に
関
す
る
事
業
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
に
お
け

る
自
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
医
療

支
援
強
化
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

在
宅
療
養
者
へ
の
支
援
・
取
り
組

み
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
地
区
医
師
会
へ
の
補
助

事
業
で
あ
る
東
京
都
在
宅
医
療
推

進
強
化
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
開

始
に
あ
た
り
東
京
都
と
協
議
・
検

討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
担
当
理

事
連
絡
会
を
開
催
し
て
事
業
の
推

進
に
努
め
た
。
ま
た
、
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
の
活
動
を
活
性
化
し
、

地
域
の
認
知
症
対
応
力
を
強
化
す

◦
耳
鼻
科
医
の
視
点
か
ら
「
ヒ
ア

リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
」
っ
て
？

◦
病
院
の
機
能
・
役
割
に
つ
い
て

～
い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
～

◦
東
京
都
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
医
療
に
つ

い
て

◦
デ
ー
タ
か
ら
垣
間
見
る
こ
れ
か

ら
の
東
京
の
医
療
と
介
護

◦
市
区
町
村
行
政
へ
の
要
望

◦
東
京
都
の
救
急
医
療
の
課
題
と

対
策
、
２
０
４
０
年
に
向
け
て�

こ
れ
か
ら
の
災
害
医
療

◦
災
害
医
療�

首
都
直
下
型
地
震

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

東
京
都
医
師
会
は
、
６
月
11
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
た
。

冒
頭
、
司
会
の
水
野
重
樹
理
事

は
こ
れ
ま
で
の
会
見
を
振
り
返

り
、
い
ま
だ
終
息
し
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
話
題
が

多
か
っ
た
一
方
で
、
こ
の
ほ
か
に

東
京
の
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
も
目
を
向
け
、「
都
民
の

皆
様
に
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
事
項
を
取
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
会
場
に
は
尾
㟢
治

夫
会
長
は
じ
め
、
役
員
17
名
が
登

壇
し
た
。

尾
㟢
会
長
は
、
先
月
の
会
見
に

引
き
続
き
、
札
幌
市
の
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
に
よ
る
結
果
を
示
す

と
と
も
に
、
定
点
観
測
の
結
果
か

ら
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
は
再
び
増
加

傾
向
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
罹
患

し
て
も
軽
度
発
症
に
よ
り
潜
伏
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
予
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
中
感
染
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
る
新
た
な
株
の
出
現
や

変
化
の
仕
方
に
も
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
重
症
化
や

後
遺
症
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
、

持
病
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を
強

く
呼
び
か
け
た
。
一
方
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
時
に
接

種
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
や
は

り
負
担
は
大
き
い
と
指
摘
し
、「
３

０
０
０
～
４
０
０
０
円
程
度
の
自

己
負
担
で
収
ま
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
今
か
ら
し
て
ほ
し
い
」
と

行
政
に
よ
る
公
費
再
適
用
に
向
け

た
対
応
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
以
降
人
口

が
減
ら
な
い
ま
ま
に
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
む
、
特
殊
な
状
況
を
抱

え
る
東
京
の
医
療
の
課
題
に
つ
い

て
、「
都
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
認

識
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
、

各
担
当
役
員
か
ら
概
説
す
る
と
つ

な
い
だ
。

各
担
当
役
員
か
ら
提
示
さ
れ
た

課
題
（
テ
ー
マ
）
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
今
後
の
会
見
で
、
数
回

に
分
け
て
詳
し
く
展
開
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

◦
２
０
４
０
年
に
向
け
て�

医
療

介
護
福
祉
人
材
不
足
問
題
「
介

護
職
に
つ
い
て
」

◦
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て

◦
東
京
都
に
お
け
る
病
床
の
問
題�

新
し
い
地
域
医
療
構
想
に
つ

い
て

◦｢

妊
娠
・
分
娩
」
に
関
す
る
昨

今
の
話
題

◦
成
長
過
程
に
あ
る
小
児
に
関
す

る
事
項
「
子
ど
も
真
ん
中
」
を

読
み
解
く

◦
健
康
意
識
を
高
め
る
た
め
の
学

校
保
健
活
動

◦
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
健
康
診

断�

栄
養
管
理
は
メ
タ
ボ
予
防

か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
へ

◦
ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
努
力
が

社
会
貢
献

◦
眼
科
医
の
視
点
か
ら「
検
診
で
、

こ
ど
も
の
目
～
大
人
の
目
を
守

ろ
う
！
」

６
月
20
日
（
木
）、
第
３
０
２

回
（
定
時
）
代
議
員
会
が
東
京
都

医
師
会
２
階
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。
代
議
員
定
員
１
７
６
名
に
対

し
て
１
５
５
名
が
出
席
し
た
。
議

事
は
窪
田
美
幸
議
長
と
指
田
純
副

議
長
の
も
と
進
行
し
た
。
さ
ら
に

会
議
録
署
名
人
に
調
布
市
医
師
会

の
荒
井
敏
氏
、
豊
島
区
医
師
会
の

平
井
貴
志
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

挨
　
拶

尾
㟢
治
夫
会
長
は
、
未
来
に
向

け
た
医
療
財
源
と
医
療
体
制
に
つ

い
て
述
べ
た
。
医
療
財
源
に
つ
い

て
は
、「
医
療
は
高
齢
化
と
高
度

化
に
よ
り
毎
年
医
療
費
が
上
が
っ

て
い
る
。
２
０
２
５
年
に
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
65
歳
～
74

歳
と
75
歳
以
上
を
比
べ
る
と
、
国

庫
負
担
で
医
療
費
は
４
倍
、
介
護

費
は
10
倍
に
激
増
す
る
。
皆
保
険

制
度
は
高
度
経
済
成
長
期
に
で
き

た
も
の
で
、
経
済
が
成
長
す
る
こ

と
で
医
療
費
が
上
が
っ
て
も
カ

バ
ー
で
き
た
が
、
今
は
そ
の
余
力

が
な
い
。
財
源
が
少
な
い
中
で
、

財
務
省
や
経
済
界
な
ど
外
部
か
ら

圧
力
が
か
か
り
予
算
を
削
ら
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
医
療
を
地
域
で

支
え
て
い
る
医
師
の
集
団
で
あ

り
、
我
々
医
療
界
の
方
か
ら
診
療

報
酬
の
内
容
の
議
論
を
財
務
省
、

経
済
界
と
は
別
に
発
言
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

「
東
京
は
、
こ
れ
か
ら
一
極
集
中

で
地
方
か
ら
人
口
が
流
入
し
て
２

０
５
０
年
ま
で
人
口
が
減
ら
な
い

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

家
庭
介
護
力
の
な
い
高
齢
者
が
増

え
て
い
く
と
と
も
に
、
多
疾
患
併

存
、
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
の
患
者

が
増
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
在
宅

医
療
強
化
推
進
事
業
に
あ
る
よ
う

に
、
24
時
間
み
ん
な
で
見
守
る
体

制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
国
か
ら

は
、
総
合
診
療
専
門
医
に
よ
っ
て

か
か
り
つ
け
機
能
を
発
揮
す
る
よ

う
言
わ
れ
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
は

難
し
い
。
東
京
都
で
は
各
科
診
療

所
の
先
生
が
連
携
し
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
発
揮
し
て
地
域
住
民

を
診
て
い
く
の
が
現
実
的
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
患
者
の
情
報

共
有
が
必
要
で
、
東
京
都
医
師
会

の
会
員
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を

大
事
に
し
な
が
ら
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

報
　
告

令
和
５
年
度
庶
務
及
び
事
業
報
告

水
野
重
樹
理
事
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。

医
師
の
昴
揚
並
び
に
医
学
の
振

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

東
京
都
医
師
会 

第
３
０
２
回（
定
時
）代
議
員
会

指田副議長

窪田議長

会場の様子

記者会見の様子は動画
でご視聴いただけます
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今
回
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

お
け
る
基
本
方
針
の
概
要
は
、
以

下
の
よ
う
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、

経
営
の
状
況
、
人
材
確
保
の
必
要

性
、
患
者
負
担
・
保
険
料
負
担
の

影
響
を
踏
ま
え
た
対
応

（
２
）
全
世
代
型
社
会
保
障
の
実

現
や
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
強
化
、
新
興
感

染
症
等
へ
の
対
応
な
ど
医
療
を
取

り
巻
く
課
題
へ
の
対
応

（
３
）医
療
Ｄ
Ｘ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
等
に
よ
る
質
の
高
い
医

療
の
実
現

（
４
）
社
会
保
障
制
度
の
安
定
性
・

持
続
可
能
性
の
確
保
、
経
済
・
財

政
と
の
調
和

ま
た
主
要
な
改
定
項
目
は
以
下

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
賃
上
げ
・
基
本
料
等
の
引
き
上

げ
と
し
て
、
外
来
・
在
宅
・
入

院
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

新
設
、
入
院
基
本
料
、
初
診
・

再
診
料
の
引
き
上
げ

②
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
、
医

療
情
報
取
得
加
算
、
医
療
Ｄ
Ｘ

推
進
体
制
整
備
加
算
、
在
宅
医

療
Ｄ
Ｘ
情
報
活
用
加
算
な
ど

の
新
設

③
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染

症
対
策
の
推
進
と
し
て
、
特
定

感
染
症
入
院
医
療
管
理
加
算
や

特
定
感
染
症
患
者
療
養
環
境
特

別
加
算
、
発
熱
患
者
等
対
応
加

算
、
抗
菌
薬
適
正
使
用
体
制

加
算
な
ど
の
新
設

④
同
時
報
酬
改
定
に
お
け
る
対
応

と
し
て
、
協
力
対
象
施
設
入
所

者
入
院
加
算
、
介
護
保
険
施
設

等
連
携
往
診
加
算
な
ど
の
新
設

⑤
外
来
医
療
の
機
能
分
化
・
強
化

等
に
対
し
て
生
活
習
慣
病
管
理

料
（
Ⅱ
）
の
新
設
、
地
域
包
括

診
療
加
算
、
後
発
医
薬
品
使
用

体
制
加
算
の
見
直
し
な
ど

⑥
医
療
機
能
に
応
じ
た
入
院
医
療

の
評
価
と
し
て
、
地
域
包
括
医

療
病
棟
の
新
設
、
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
お
よ
び
平
均

在
院
日
数
の
見
直
し
に
よ
る
急

性
期
医
療
の
機
能
分
化
を
促
進

な
ど

⑦
質
の
高
い
訪
問
診
療
・
訪
問
看

護
の
確
保
と
し
て
、
在
宅
医
療

情
報
連
携
加
算
や
在
宅
が
ん
患

者
緊
急
時
医
療
情
報
連
携
指
導

料
、
往
診
時
医
療
情
報
連
携
加

算
の
新
設
、
患
者
の
状
態
に
応

じ
た
往
診
料
等
の
評
価
の
見

直
し

⑧
重
点
的
な
分
野
に
お
け
る
対
応

に
つ
い
て
、
働
き
方
改
革
も
踏

ま
え
た
救
急
患
者
連
携
搬
送
料

の
新
設

こ
の
中
で
特
に
広
く
先
生
方
に

関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
ひ
と
つ

は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
医
療
機
関
等
の
過

去
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、

更
に
今
般
の
報
酬
改
定
に
よ
る
上

乗
せ
の
活
用
、
賃
上
げ
促
進
税
制

の
活
用
等
に
よ
り
、
令
和
６
年
度

に
＋
２
・
５
％
、
令
和
７
年
度
に

＋
２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

実
施
し
、
定
期
昇
給
な
ど
も
あ
わ

せ
て
、
昨
年
を
超
え
る
賃
上
げ
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
を
達
成
す
る
た
め
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
に
加
え
て
、初
診
・

再
診
・
入
院
基
本
料
の
引
き
上
げ

も
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
（
Ⅰ
）
は
、
医
療
関
係
職
種

の
賃
金
改
善
を
実
施
し
て
い
る
場

合
の
評
価
で
あ
り
、
外
来
医
療
ま

た
は
在
宅
医
療
を
実
施
し
て
い
る

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
届
出
を
す

る
こ
と
で
算
定
可
能
で
す
。
ま
た

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
（
Ⅱ
）
は
、
医
療
関
係
職
種
の

賃
金
の
更
な
る
改
善
を
必
要
と
す

る
医
療
機
関
に
お
い
て
、
賃
金
の

改
善
を
実
施
し
て
い
る
場
合
の
評

価
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
職
種
は
厚
労
省
の
資
料
等
か
ら

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

施
設
基
準
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
給
与
や
外
来
・
在
宅
医
療
の
算

出
に
基
づ
い
て
計
算
を
行
い
、
対

象
区
分
の
届
出
が
必
要
と
な
り
、

評
価
料
（
Ⅱ
）
の
届
出
に
あ
た
っ

て
は
、
届
出
以
前
の
３
、
６
、
９
、

12
月
に
最
も
近
い
月
を
選
択
し
、

算
定
式
に
よ
り
算
出
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
３
か
月
に
１
度
は
区

分
確
認
を
し
、
区
分
変
更
が
あ
る

場
合
は
算
出
月
内
に
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
届
出
様
式
の
記
載

は
、
非
常
に
煩
雑
で
分
か
り
に
く

い
た
め
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
計
算

支
援
ツ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た

疑
義
解
釈
に
て
「
算
定
月
か
ら
賃

金
改
善
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
」
旨
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
回
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
対
象

疾
患
か
ら
生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
が

除
外
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

３
疾
患
に
つ
い
て
は
生
活
習
慣
病

管
理
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
と
い
う
も

の
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
療
養
計
画
書
を
患
者
に
発
行
し

て
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
う
え
で

充
分
に
理
解
し
た
こ
と
を
確
認
し

て
、
初
回
に
お
い
て
は
患
者
の
署

名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

医
療
Ｄ
Ｘ
加
算
に
関
し
て
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
情
報
共
有

の
整
備
や
電
子
処
方
箋
、
電
子
カ

ル
テ
の
整
備
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
加
算
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

は
施
設
基
準
の
届
出
に
関
す
る
経

過
措
置
も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

全
体
を
通
し
て
は
、
外
来
・
在

宅
診
療
と
も
多
職
種
と
の
連
携
だ

け
で
な
く
、
病
院
や
介
護
施
設
と

の
連
携
も
強
く
う
た
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
ポ
ス
ト
２
０
２
５

に
向
け
た
課
題
の
一
環
と
し
て
の

改
定
で
も
あ
り
、
次
回
改
定
に
も

大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
改
定
概
要

と
と
も
に
付
帯
要
件
に
つ
い
て
も

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

今
回
の
改
定
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
加
算
に
関
し
て
施
設
基
準
の
届

出
や
患
者
へ
の
周
知
の
徹
底
（
院

内
掲
示
な
ど
）
も
挙
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
新
設
さ
れ
た
加
算

や
要
件
な
ど
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
改
定
概
要
や
疑
義
解

釈
、
東
京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
関
す
る
情
報
」
等
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

令
和
６
年
度 

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

東京都医師会「医学研究賞」「グループ医学賞」募集
　東京都医師会では「東京都医師会医学研究賞」「東京都医師会グループ医学賞」を設
けております。令和6年度も募集を行いますので、所属の地区医師会へ要綱等をご
確認の上ご応募ください。
■医学研究賞
表　　彰： 医学研究賞・若干名（助成費各100万円）、奨励賞・若干名（助成費各30万円）
＊研究賞以外の優秀な原著論文を発表した筆頭著者に対し奨励賞を贈る　＊臨床医学（社会医学を含
む）分野および基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）分野の応募数を勘案して選出する

応募資格：東京都医師会員であること。
　　　　　　＊平成31年度（令和元年度）から令和5年度の本賞受賞者を除く

対　　象： 臨床医学（社会医学を含む）、基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）
の分野において優れた原著論文を発表した筆頭著者、またはequally 
contributed author（複数筆頭著者）。原著論文は令和5年度（令和5年4
月1日～令和6年3月31日）発行の学術雑誌に発表されたもの。

＊1人につき1論文とする　＊発表年月は冊子体のものを適用とするが、オンライン掲載のみの場合
はこの限りではない　＊応募者は共著者の承諾を得ること　＊同一研究によるグループ医学賞との
重複応募は不可とする

応募方法： 候補者調書に原著論文一篇を添付のうえ、所属地区医師会経由で提出する。

■グループ医学賞
表　　彰：1～2グループ（助成費各100万円）
応募資格： 東京都医師会員が所属するグループ。但し、代表者は本会会員であること。
　　　　　　＊平成31年度（令和元年度）から令和5年度の本賞受賞グループを除く

対　　象： 地域において臨床・社会医学の研究あるいは医療の実践に優れた業績を
あげたグループ。

　　　　　　＊対象外　①大学間のみでの共同研究　②委託事業
　　　　　　＊同一研究による医学研究賞との重複応募は不可とする

応募方法： 応募用紙にグループ研究・社会医学活動の内容を証明し得る資料を添付
のうえ、代表者の所属地区医師会経由で提出する。

◉表彰式・講演会等
　 両賞受賞者には、表彰式において表彰するとともに、受賞内容についてご講演い
ただく予定です。また、東京都医師会雑誌に受賞内容の概要をご執筆いただきます。
◉受付期間　　　　令和6年9月2日（月）～9月30日（月）（東京都医師会必着）
◉お問い合わせ先　東京都医師会　広報学術課　TEL：03-3294-8821（代）

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課 

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組「飯田浩
司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医師会
の役員・委員会委員等が出演して生活に役立つ健康情報をお届けして
います。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから聴くこ
とができます。
■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
 今日の早起きドクター』 放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

①
最
終
卒
業
校　
　

②
略
歴　
　

③
趣
味　
　

④
好
き
な
言
葉

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

女
子
医
大

医
師
会

中な
か

村む
ら 

真し
ん

一い
ち

 

（
消
化
器
内
科
）

①
産
業
医
科
大
学

② 

女
子
医
大
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

都
医
予
備
代
議
員
、
日
医
代
議
員

③
マ
ラ
ソ
ン
、
登
山
、
将
棋

④
邂
逅
、
寛
容
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私
は
早
朝
散
歩
を
日
課
と
し

て
い
る
。

午
前
６
時
に
自
宅
を
出
発

し
、
数
分
で
お
鷹
の
道
入
口
に

到
着
。
こ
こ
は
国
分
寺
崖
線
下

の
小
川
沿
い
の
小
道
で
、
こ
の

辺
り
が
江
戸
時
代
に
尾
張
徳
川

家
の
御
鷹
場
だ
っ
た
こ
と
か

ら
「
お
鷹
の
道
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
道
を
少
し
行
き
、
東
屋

を
右
に
曲
が
る
と「
真
姿
の
池
」

が
あ
る
。
不
治
の
病
に
悩
む
女

性
が
、
こ
こ
で
水
浴
を
し
た
と

こ
ろ
病
が
治
っ
た
と
の
伝
承
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
池
の

祠
に
お
参
り
し
、
湧
水
の
脇
の

階
段
を
の
ぼ
っ
て
都
立
武
蔵
国

分
寺
公
園
へ
向
か
う
。

こ
の
公
園
は
国
分
寺
崖
線
上

に
あ
り
緑
豊
か
で
、
鷹
・
キ
ツ

ツ
キ
・
渡
り
鳥
等
の
野
鳥
や
、

キ
ン
ラ
ン
・
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ

リ
等
の
野
草
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
池
に
は
カ
ワ
セ
ミ

が
い
て
、
春
に
は
カ
ル
ガ
モ
や

カ
イ
ツ
ブ
リ
の
子
育
て
の
様
子

を
楽
し
め
る
。

公
園
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
一

回
り
し
、
南
西
口
か
ら
公
園
を

出
て
坂
を
下
る
。
八
幡
神
社
の

先
の
階
段
を
の
ぼ
り
、
仁
王
門

を
く
ぐ
り
薬
師
堂
で
お
参
り
。

薬
師
堂
は
、
鎌
倉
時
代
に
幕
府

軍
と
倒
幕
軍
が
戦
っ
た
分
倍
河

原
の
合
戦
で
武
蔵
国
分
寺
が
焼

失
し
た
た
め
、
後
に
倒
幕
軍
の

将
だ
っ
た
新
田
義
貞
が
寄
進
し

た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

薬
師
堂
を
下
り
る
と
目
の
前

に
武
蔵
国
分
寺
跡
が
広
が
る
。

広
大
な
野
原
で
、
晴
れ
た
日
に

は
広
い
青
空
と
国
分
寺
崖
線
の

森
の
緑
が
気
持
ち
良
い
。
史
跡

に
は
沢
山
の
桜
の
木
が
あ
り
、

桜
の
時
期
は
と
て
も
綺
麗
な
景

色
と
な
る
。

国
分
寺
の
お
寺
さ
ん
に
お
参

り
し
、
こ
こ
か
ら
お
鷹
の
道
に

も
ど
っ
て
帰
宅
。約
１
時
間
半
、

８
千
歩
ぐ
ら
い
歩
く
の
で
健
康

維
持
に
良
い
と
思
い
続
け
て

い
る
。

（
国
分
寺
市
医
師
会
・
知
念
信
昭
）

196

医
療
で
未
来
を
切
り
拓
く
。

あ
な
た
の
大
切
な

人
生
の
た
め
に

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構 

　
　
東
京
都
立
駒
込
病
院

 

院
長
　
戸
井
雅
和

都
立
駒
込
病
院
は
、
１
８
７
９

年
に
主
に
伝
染
病
を
診
療
す
る
病

院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
１
９
７
５

年
に
は
が
ん
と
感
染
症
の
セ
ン

タ
ー
機
能
を
有
す
る
高
度
で
専
門

性
の
高
い
総
合
病
院
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
２
０
１
１
年
の
改
修
を
経

て
現
在
に
至
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
難
治
性
疾
患
の
診
療
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
患
者
に
寄
り
添

い
、
困
難
な
病
態
、
高
度
な
合
併

症
を
有
す
る
よ
う
な
方
に
も
、
最

善
の
治
療
を
模
索
し
て
、
質
の
高

い
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
ま
す
。
昨
年
度
（
２
０
２
３

年
度
）、
職
員
か
ら
募
っ
た
駒
込

病
院
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

は
、
冒
頭
タ
イ
ト
ル
の
「
医
療
で

未
来
を
切
り
拓
く
。
あ
な
た
の
大

切
な
人
生
の
た
め
に
」
に
加
え
、

「
が
ん
と
感
染
症
に
立
ち
向
か
う
、

あ
な
た
の
命
を
支
え
ま
す
」「
総

合
診
療
力
を
基
盤
と
し
た
、
が
ん

と
感
染
症
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
の
３
つ
が
選
ば
れ
ま
し

た
。他
に
も
多
く
の
提
案
が
あ
り
、

選
出
に
は
少
し
困
り
ま
し
た
が
、

院
内
の
選
考
を
経
て
、
職
員
の
投

票
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
し
た
。
職

員
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
フ
レ
ー
ズ

で
す
。

当
院
は
都
道
府
県
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
、
造
血
幹
細
胞
移
植

推
進
拠
点
病
院
、
第
一
種
・
第
二

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
エ
イ

ズ
診
療
中
核
拠
点
病
院
ほ
か
各
種

の
施
設
認
定
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
機
能
の
維
持
、
整
備

と
伸
展
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

東
京
都
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
で

は
事
務
局
を
担
当
、
公
益
財
団
法

人
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
と
と
も

に
、
59
の
協
議
会
参
画
施
設
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
Ｑ
Ｉ
活
動
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
検
討
、

小
児
が
ん
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

の
構
築
等
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

造
血
幹
細
胞
移
植
治
療
、
Ｃ
Ａ
Ｒ

─

Ｔ
療
法
に
は
、
首
都
圏
の
み
な

ら
ず
全
国
か
ら
多
く
の
患
者
が
来

院
し
、
施
行
数
は
我
が
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

外
科
系
領
域
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
下
手
術
が
増
え
、
２
０
２
３
年

度
の
手
術
件
数
は
３
９
７
件
で
し

た
。
出
血
量
が
減
り
、
術
後
合
併

症
の
頻
度
も
大
き
く
低
下
、
大
き

な
手
術
で
も
高
い
安
全
性
と
良
好

な
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
他
方
、
手
術
室
で

は
高
度
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
必

要
に
な
り
、
麻
酔
科
、
手
術
室
、

外
科
系
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ

て
、
今
、
令
和
の
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
高
難
度
な
手
術
も

依
然
と
し
て
多
く
施
行
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
頭
頚
部
、
食
道
、
胃
、

肝
胆
膵
、
大
腸
、
腎
泌
尿
器
、
形

成
再
建
外
科
領
域
や
、脊
椎
腫
瘍
、

骨
軟
部
腫
瘍
、
脳
外
科
領
域
な
ど

で
、
極
め
て
難
易
度
の
高
い
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、乳
腺
、

婦
人
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
領
域
な

ど
で
は
先
進
的
な
集
学
的
治
療
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
限
局

性
の
乳
癌
に
は
、
切
ら
ず
に
経
皮

的
に
ラ
ジ
オ
波
で
焼
灼
す
る
治
療

法
も
導
入
し
ま
し
た
。
世
界
的
に

見
て
も
最
先
端
の
診
療
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
も
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
必
要
な
だ
け
の
線
量
を
精
密

に
届
け
る
、
正
常
組
織
の
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
化
す
る
、
高
精
度
な
治

療
が
多
く
の
例
で
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。

が
ん
薬
物
治
療
の
件
数
は
飛
躍

的
に
伸
び
て
い
ま
す
。
腫
瘍
内
科

病
棟
、
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
を

ベ
ー
ス
に
、
最
先
端
治
療
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
希
少
が
ん
や
標

準
治
療
が
な
く
な
っ
た
患
者
の
治

療
に
関
し
て
も
、
ゲ
ノ
ム
診
療
を

軸
に
治
療
法
を
模
索
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
緩

和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
拠
点
施
設

と
し
て
、
質
の
高
い
ケ
ア
、
地
域

と
の
連
携
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

が
ん
、
感
染
症
、
難
治
性
疾
患
、

総
合
診
療
、
救
急
な
ど
の
診
療
の

基
本
に
は
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ

ス
ン
を
据
え
て
い
ま
す
。
正
確
な

診
断
、
的
確
な
検
査
、
精
密
な
予

測
、
綿
密
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
最

善
の
治
療
、
予
防
の
展
開
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
が
多
く
、
高
度
な
ケ
ア
の
実
施

体
制
の
整
備
とon the job 

training

に
よ
る
教
育
の
充
実
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
は

重
点
課
題
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
問
診
か

ら
診
断
、
治
療
、
フ
ォ
ロ
ー
ま
で

を
地
域
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

各
診
療
セ
ン
タ
ー
、
中
央
部
門
の

Ｄ
Ｘ
化
、
機
能
の
充
実
を
図
り
、

患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
効
率
的
、

あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
健
全
で

筋
肉
質
、
職
員
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
病
院
に
発
展
し
て
い
け
ば
と

思
い
ま
す
。

趣 味 の 散 歩

武蔵野の名水・
自然・史跡を堪能

国分寺崖線さんぽ

「
真
姿
の
池
」の
鳥
居
と
石
碑
　
橋
の
奥
に
は
祠
が
あ
る

造血幹細胞
移植件数

日　　時：9月23日（月）　9時30分集合　17時終了予定

会　　場：日本棋院市ヶ谷本院3階

参 加 費：5,000円（昼食込）

主　　催：東京都医師囲碁連盟

申込方法： 氏名、住所または連絡先、
　　　　　棋力を明示し下記へお申し込みください。

申 込 先：品川区医師会 櫻井幸弘　Fax：03-3445-1815

締　　切：8月31日（土）　医師会員でなくても歓迎します

東京都医師囲碁大会のお知らせ
団体戦・個人戦
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　家内の父は地質学者である。特に海底地質学が専門なのでア

メリカとソ連の睨みあい、冷戦時代には南カリフォルニア大学

の教授として招聘され、二年近く教鞭を執ると同時に、アメリ

カ西海岸の地形、地質の精密な調査を依頼された経歴の持ち主

である。と言うのは「ソ連軍が大型の潜水艦隊で西海岸に接近

し、陸戦隊を上陸させる作戦を立てている」という話が囁かれ

ていたのである。

　伊豆半島は元々太平洋のかなたにあったが島がプレートの移

動に乗って日本列島に近付き、ぐいぐいと食い込んでしまった

ものである。現在に至ってもその活動は続いているので、伊豆

地方は地震が多いのである。

　海底の地質を調べるには先ずは陸上の地質を調べ、その先の

海底を探査するのが順序である。水産大学の教授時代

にはしばしば伊豆半島に学生を連れて行って地質調査

の実習を行ったという。勿論の事、伊豆半島と本土の

衝突した現場には必ず行って左右の地質の違いを観察

させているのである。あちこちの土を採取して、その

都度、説明、講義する授業をしていた時に起こった出

来事である。日暮れには下山する予定が狂って、気

が付いた時には日が暮れて真っ暗になってしまった

のだ。

　しかし非常食を持っているし、水も十分にある。「仕

方がない。ここで野営だ」ということで学生たちは周

りの草原に寝袋を出してもぐりこんだ。義父は懐中電

灯で周りを見ると大きな這い松が密に丸い形に生えて

いるのを見つけた。「うむ。これは地べたより弾力が

あって寝心地が良いだろう」と這い松の密な枝の上

に毛布を延べてその上で寝袋に入ってぐっすりと

眠った。

　翌朝、「先生っ。先生っ。動いちゃ駄目よっ。動かな

いでっ」と言う叫び声で目が覚めた。起き上がろうと

したら「駄目ッ。駄目ッ。動かないでッ。ロープを投

げるから体にしっかり巻き付けてっ」

　訳も分からないが、兎も角ロープをしっかりと身体

に巻き付けてしっかりと結んだ。

　「引っ張りますから絶対に自分で動かないでっ。

上を向いたまま足を曲げて丸くなるような姿勢に

なって」

　訳の分からぬまま言うとおりにして少し頭を起こし

てみると十人ぐらいの学生がロープを握っている。

　「ひっぱりますよっ。背中がこすれて痛くてもその

姿勢を崩さないでくださいっ」言われるままの格好で

ロープに引っ張られて道の上まで来た。数人の学生が駆け寄っ

て来て抱き起こしてくれた。

　「えっ、いったい何があったんだ」

　「先生、後ろを見て下さい」

　振り返って見ると、寝ていた追い松は五、六十メートルの断

崖絶壁の上に枝を伸ばしていたのである。真っ暗闇の中では懐

中電灯の光では普通の地面に生えているものとしか見えなかっ

たのである。

　この上で一晩寝ていたとは。と助けられてから腰が抜けてし

まったという。

　まあ、無事で何よりのできごとであった。
� （『目黒区医師会会報』2022年7月�第254号より抜粋）

ふれあいポスト 各地区会報から

板津安彦目黒区医師会 崖っ縁の野宿

カワセミ� 世田谷区医師会  岸田 勝

� 目黒区医師会  岩井裕子
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　梅毒の流行が続いている。いろいろな意味で梅毒は｢難しい
感染症｣である。症状の多彩さ、臨床病期、流行対策など、多
くの難しさをもっていることを理解することが、梅毒対策の
ためにも必要となる。
　梅毒は｢模倣の達人｣と呼ばれるほど、多彩な症状で多くの
診療科と関わる可能性がある。病期分類では、局所病変を中
心とした<第1期>、発疹などが起こる<第2期>と続き、<第3
期>では心血管や脳神経などに重篤な症状をきたす。第1期や
第2期の症状は、通常は無治療でも自然軽快してしまう。した
がって、早期診断のためにも、初期症状を見落とさずに検査
することが重要である。しかし、その他の期間の多くは無症
状であることから、仮に症状がなくても、リスク等によって
積極的に検査を行うことも必要となる。
　一般的な知識の啓発も大切である。無症状であっても感染
させる可能性、口腔性交による咽頭感染なども知っておくべ
き情報である。さらに、本人が治療しても、パートナー側も
治療しなければ、再び感染してしまうことも伝えておく必要
がある。
　性産業従事者の中での増加も指摘されているが、現在は副
業として性産業に関わる人や、WEBやSNSを介する非店舗型
の形態で働く人も増えており、その予防啓発も難しくなって
いる。また、出会い系サイト、マッチングアプリなどによって、
性行為につながるハードルも低くなるなど、一般的な環境も
変化している。現代の性感染症は多様化している。この流行
を乗り越えるためには、対象層に合わせた、多方面からのア
プローチによる、予防啓発や受検勧奨が求められている。
　梅毒の診療における難しさに対して、日本性感染症学会か
ら日常診療における指針となる『梅毒診療の考え方』が公開さ
れた。同学会ホームページから入手可能なので、ぜひ参考に
していただきたい。� （文責：今村顕史）

梅毒流行の背景にある難しさ
　

今
回
は
私
事
と
な
り
ま
す
が
、
母
親
の
緊
急
入
院
か

ら
思
っ
た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
に
解
離
性
動
脈
瘤
か
ら
一
命
を
取
り

留
め
た
以
後
は
、
再
入
院
す
る
こ
と
も
な
く
、
い
わ
ゆ

る
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
お
薬
を
内
服
し
つ
つ
、
そ
れ
な
り

に
穏
や
か
な
日
々
を
十
有
余
年
過
ご
し
て
お
り
ま
し

た
。
齢
、
御
年
91
歳
で
、
少
し
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
の
世
話
に
な
る
こ
と
も
、
施
設
に
入
る
提
案
な
ど

は
も
っ
て
の
ほ
か
と
い
う
強
い
意
志
を
貫
い
て
頑
強
に

一
人
暮
ら
し
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
義
姉
の
法
事
で
一
泊
二
日
の
自
動
車
で

の
移
動
を
終
え
た
数
日
後
に
、
黒
色
便
が
で
た
と
の
こ

と
で
、
か
か
り
つ
け
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
紹
介
を
経

て
、そ
の
日
の
う
ち
に
市
立
病
院
へ
緊
急
入
院
が
で
き
、

緊
急
内
視
鏡
、
止
血
処
置
、
そ
の
後
の
輸
血
対
応
で
、

１
週
間
ほ
ど
で
退
院
に
も
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
入
院
中
の
あ
る
晩
に
、
怒
声
と
と
も
に
壁
を
叩

く
よ
う
な
音
を
聞
い
て
、
こ
の
ま
ま
こ
の
病
院
に
い
た

ら
取
り
留
め
た
命
も
危
う
い
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
大

正
生
ま
れ
の
レ
ト
ロ
で
頑
固
な
父
親
の
言
う
な
り
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
耐
え
て
き
て
、
何
事
に
も
文
句
を
言

わ
な
い
母
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
、
勇
気
を
振
り

絞
っ
て
看
護
師
さ
ん
に
「
一
体
何
が
起
き
た
の
で
す

か
？
」
と
伺
っ
た
そ
う
で
す
。

　

す
る
と
看
護
師
さ
ん
は
「
安
心
し
て
お
休
み
く
だ
さ

い
。
こ
の
患
者
さ
ん
の
病
状
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お
話

し
で
き
ま
せ
ん
が
、
不
穏
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
私
た
ち
が
全
力
で
患
者
さ
ん
に
接
し
て
、
ほ
か

の
方
に
は
全
く
ご
心
配
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
丈
夫
で
す
」
と
穏
や
か
に
話
し
て
く
だ
さ
り
、

安
心
し
て
そ
の
後
の
い
く
晩
か
を
過
ご
せ
た
そ
う

で
す
。

　

医
療
技
術
の
進
歩
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
昼
夜
交
代

制
で
献
身
的
に
看
護
に
あ
た
る
医
療
職
に
感
謝
を
込
め

て
頼
も
し
く
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

（
菊
池�

嘉
）

無 声 拝 聴 母の入院から

知ってますか？

メガネのように装着することでデジタル情報を表示できる、ウェアラブルデ
バイス。Bluetoothで連携したスマホの画面をスマートグラス越しに投影で
き、またハンズフリーで必要な情報を得られるため、遠隔診療や医学教育
などの分野で活用されるなど、医療分野においてもさまざまな可能性を秘
めている。一方、試験時の不正使用が社会問題になるなど、その使用には
適切なルールと監視が必要であり、なにより個々のユーザーがモラルを持っ
て使用することが求めらる。

スマートグラス

詳しくは当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

特定健診を受けましょう！
～地域医療を支える皆様の健康が地域の元気を創ります～

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6434（業務課）

40歳～74歳の方へ受診券をお送りしています。
健康保持増進のため、是非受診してください。
健診費用は組合が全額負担します。
従業員や家族への自家健診も可能です。

※人間ドック等健診費用の助成申請との併用はできません。
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令和5年６月に文京区医師会第24代会長に就任いたしまし
た。よろしくお願いいたします。令和5年7月、初めての地区
医師会長協議会会場に入ると、最前列中央の席で目の前には
尾﨑会長・武見先生・羽生田先生・自見先生が座っており、
緊張感が倍増した記憶があります。
さて、会長に就任して約1年が過ぎました。コロナ禍の時と
変わりいろいろな会やイベントが再開となり、人と対面できる
ことを有り難く思い、前会長のご苦労を痛感いたしました。
令和5年1月1日現在、文京区の人口は22万9,653人で推
計では令和15年には25万5,395人となり、65歳以上は2割
に達するとされております。健康寿命率（要介護２未満）は男
性が83.7歳、女性が86.8歳と延伸しています。
文京区には4大学病院と１都立病院を含む９病院があり、診
療所は小石川医師会と文京区医師会で約200施設あります。
文京区で実施した受療行動のかかりつけ医療機関アンケート
では、診療所が64.2％で最も多く、医師会会員の日常の診療
が健康寿命延伸に寄与していると思われます。また、特定健
康診査では残念ながら受診率43.5％ですが、令和3年からは
増加傾向にあります。がん検診では、子宮がん・乳がん検診
受診率は5年前の約1.5倍となっており、女性の検診に対する
認識の高さが伺えます。また小児科医の活躍で、MRワクチン
の接種率は１期95％以上、２期は94.0％となっております。

ここで文京区の特性をご紹介します。由緒ある護国寺や根
津神社、緑の多い大名庭園であった小石川植物園や六義園が
あり、東京大学をはじめとする教育機関も集まっております。
歴史的には、樋口一葉や森鷗外、夏目漱石など多くの文学者
を輩出した区であり、湯島聖堂は江戸時代に幕府の官学を学
ぶ場となり、日本の学校教育の発祥の地と言われております。
それ故、文の都（ふみのみやこ）と名付け、少子化と言われて
いる中、教育目的での転入が多く、人口も子どもも増えており
ます。子育て支援も大きな事業と位置づけております。
会長就任後の1年間は、休日当番輪番制の開始、文京区医

師会館のIT化、インボイス制度の開始、新たな感染対策のた
めの東京都医療措置協定締結や診療報酬改定で複雑となった
施設基準届や加算の説明会など、会員への周知をしてまいりま
した。
令和6年は能登半島地震から始まり災害時医療が注目され

ており、現在避難所訓練でトリアージを行っておりますが、さ
らに進んだ災害時のシステム構築は早急の課題と考えておりま
す。そして国が推奨している医療DXの構築情報を会員に提供
してまいります。
東京都医師会執行部の先生方と各医師会先輩会長と連携の

上、医師会事業を行っていく所存です。どうぞよろしくお願い
いたします。

地区医師会長からの一言
文京区医師会長に就任して
文京区医師会長　細部高英

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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